
消費者への農業・農村の 
魅力発信と地産地消の推進 

京都府京都乙訓農業改良普及センター 
魅力発信プロジェクトチーム 



H29年度に取り組んだ内容 

• 直売所の魅力向上支援 

       → 直売所の魅力アップのための情報提供 

• 食育活動の支援 

       → 食の意識を高め、地元産野菜のPR 
          郷土食の知識を活かした食育活動の支援 

• さきがけセンターの売上向上支援 

       → 品揃え、イベント等でのファンづくり支援  

• 加工を主とした起業活動の支援 

       → 起業活動に係る課題解決に向けた支援 



直売所の魅力アップのための情報提供 

• 京都乙訓地域には約140の農産物直売所 

• 「何をどうしたらもっと良くなる？」の情報が入手しにくい 

 

H29年度は小規模直売所向け基礎講座を3回実施 

 

H27から小規模直売所向け基礎講座を開催 

 直売所向け品種
紹介 農薬の安全使用 

魅力ある直売所
づくり 

農薬を使わない
防除 POPの書き方 

農産物の表示 



直売所の魅力アップのための情報提供 

① 講義「魅力ある直売所づくり」「農薬の安全使用」 

道の駅等で売上が伸びている事例の紹介、栽培カレンダーなど
情報発信の重要性について講義 

 



直売所の魅力アップのための情報提供 

② 現地研修（3か所） 

小規模直売所が持つ魅力や魅力アップのためのポイントについて
視察・研修 



直売所の魅力アップのための情報提供 

③ 簡単野菜料理講習会＆交流会 

お客さんに教えられる季節の野菜を使った料理の実習 



直売所の魅力アップのための情報提供 

年間販売スケジュールの掲示、ポップの作成などの取組が始まる 

お互いに情報交換・相談できる緩やかなネットワークで、講座参
加者がつながる 



食の意識を高め、地元野菜をPR 

• 乙訓保健所、乙訓教育局と合同の取組 

• 主に働き盛り層の男性従業員を対象に、食習慣の改善に向け
て、野菜をたっぷり使った定食の提供などの野菜の摂取量増加
のための取組を実施 

• H27年度は大山崎町、H28年度は長岡京市の企業内の食堂で
実施 

地元産野菜の提供 

地元野菜をPR 

H29年度は長岡京市内の企業内の食堂で取組 



食の意識を高め、地元野菜をPR 

乙訓都市農業振興協議会の協力を得て花菜を食材に提供 

「花菜」を定食の
焼き魚に添えて 

食堂利用者に 
「花菜」のチラシを配布 



食の意識を高め、地元野菜をPR 

1日当たりの野菜摂取量(20才以上)  

                全国平均   男性 284g  女性270g 
       京都府平均  男性 288g  女性254g 

         （厚生労働省：H28年国民健康・栄養調査結果より） 

「1日350ｇ以上 
野菜を食べよう」 



消費者を対象とした
食育講習会を平成29
年度に初めて開催 

H29年度、京都市生活研究グループ連絡協議会に働きかけ、
メンバー28名が「きょうと食いく先生」の認定を受ける 

知識を活かした食育活動の支援 

きょうと食いく先生とは･･･ 

子どもたちに「食」や「農林水産業」への理解を促すための活動を実践していただく農林水産業
従事者や食品加工・調理に携わる専門家を京都府が「きょうと食いく先生」として認定 



知識を活かした食育活動の支援 

食育講習会のテーマは「ダイコン1本使い切り」 

・11名が参加 

・メンバーの知識を活かし、「おはぎ」にまつわる話、ちょっとした
料理のコツなども伝授 

・「レパートリーが増えた」「家族に作ってあげたい」と好評 



品揃え、イベント等でのファンづくり 

• 体験講座や手軽なイベントの開催について働きかけ 

• 商談会参加への呼びかけ 

• 京の食6次産業化コンテストに「あみがさもち」出品 

• 納豆餅あられの新味バージョンに対するアンケート実施など 



起業活動に係る課題解決に向けて 

次の活動を支援 

・ 今後の事業展開に向けて課題を整理 

・ 品種の見直しと加工品の製造・販売戦略を再検討 

・ 漬物の改良、新たにジュース・ジャム製造を検討 

                     



起業活動に係る課題解決に向けて 

普及センターHPで紹介しています 


